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歳入の状況

歳出の状況

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
病
院
事
業
会
計
の
決
算
が
ま

と
ま
り
、
平
成
26
年
第
３
回
町
議
会

定
例
会︵
平
成
27
年
12
月
17
日
開
催
）

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

25年度・26年度との比較
区　分 26年度決算 25年度決算 比較増減率

町 税 171,591 168,409 1.9%

使 用 料 及
び 手 数 料

95,459 128,884 -25.9%

諸 収 入 63,139 70,391 -10.3%

繰 越 金 200,306 177,127 13.1%

分 担 金 及
び 負 担 金

60,136 29,906 101.1%

そ の 他 43,817 46,005 -4.8%

地 方
交 付 税

2,370,773 2,565,676 -7.6%

町 債 372,582 412,703 -9.7%

地 方
譲 与 税

73,288 77,066 -4.9%

道 支 出 金 134,289 159,980 -16.1%

国 庫
支 出 金

594,405 474,030 25.4%

自 動 車
取 得 税
交 付 金

9,279 20,210 -54.1%

地 方 消 費
税 交 付 金

20,629 16,971 21.6%

そ の 他 2,423 2,149 12.8%

合 計 4,212,116 4,349,507 -3.2%

自 主 財 源 634,448 620,722 2.2%

依 存 財 源 3,577,668 3,728,785 -4.1%

25年度・26年度との比較
区　分 26年度決算 25年度決算 比較増減率

公 債 費 445,639 654,755 -31.9%

総 務 費 661,218 728,392 -9.2%

衛 生 費 392,471 352,905 11.2%

農 林
水 産 費

881,206 721,437 22.1%

民 生 費 374,595 349,912 7.1%

教 育 費 388,199 554,090 -29.9%

土 木 費 507,333 425,349 19.3%

消 防 費 233,477 158,723 47.1%

商 工 ・
労 働 費

148,594 150,342 -1.2%

議 会 費 51,772 53,296 -2.9%

災 害
復 旧 費

8,883 0 皆増

合 計 4,093,387 4,149,201 -1.3%

特集

平
成
26
年
度

決
算
報
告

一般会計決算の概要

単位（決算）：千円
比較増減率％〔 〕

単位（決算）：千円
比較増減率％〔 〕

　平成 26 年度の一般会計の決算は、歳入決算額が 42 億 1,211

万６千円、歳出決算額が 40 億 9,338 万７千円となり、歳入から歳出

を差し引いた収支は１億 1,872 万９千円の黒字となり、平成 27 年度

会計へ繰り越しました。

　これを前年度と比較すると歳入決算額は１億４千万円あまりの減

（3.2％の減）、歳出決算額は５千６百万円あまりの減（1.3％の減）と

なりました。
※なお、今回の決算報告は地方財政状況調査などを基に作成しております。
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収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：万円】

農　　家 商　　店 サラリーマン 26年度 25年度 町の決算【科目名】

① 農産物販売代金 商品販売代金 給料【基本給】 37 35 ・町税　・繰越金

② 交付金等 グループ企業支援金 給与【各種手当】 319 331
・譲与税　・交付税　・交付金
・国庫支出金　・寄付金
・道支出金

③ 農地賃貸料 建物土地賃貸料 家賃収入 26 25
・分担金負担金
・使用料、手数料
・諸収入

④ 借入金 借入金 借金 37 41 ・町債

⑤ 貯金の引き出し 貯金の引き出し 貯金の引き出し 2 3 ・繰入金

合　　　　計 421 435

支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：万円】

農　　家 商　　店 サラリーマン 26年度 25年度 町の決算【科目名】

① 雇人費 雇人費 食費 55 55 ・人件費

②
肥料代・農具代
農薬代

仕入れ代
電気・水道料

電気・水道料等
日常生活費

69 55 ・物件費

③
医療費
保育費

医療費
保育費

医療費
保育費

11 12 ・扶助費

④
制度資金
返済金

制度資金
返済金

借金返済金 45 65 ・公債費

⑤ トラクター修繕費 店舗・車修繕料 家・車の修理代 17 17 ・維持補修費　・災害復旧費

⑥
土地改良区賦課金
共済費

商工会負担金
町内会費
お祝い金等

77 68 ・補助費　・負担金

⑦ 子供への仕送り 子供への仕送り 子供への仕送り 18 16 ・繰出金

⑧
土地
トラクター購入費

店舗増改築
車購入費

家の増改築
車購入費等

101 91 ・建設事業費

⑨
貯金
農協出資金

貯金
投資

貯金
投資

16 36 ・積立金　・貸付金

⑩ 合　　　　計 409 415

平成26年度決算報告

幌加内町の財政状況を家庭の家計に例えてみると

　幌加内町の一般会計と家庭の家計では金額やお金の使い方に大きな違いがあるため、単純に比較することは

出来ませんが、決算を身近なものにしていただくため、主な職業別、項目別に例えて、平成 26 年度の一般会

計決算を実際の千分の一に置き換えた、年間収入を 421 万円、年間支出を 409 万円として表してみました。

・今年の収入は昨年と比べても大きな増減はありませんでしたが、　②の交付金等の金額が前年より 12

万円ほど減少をしてしまい、その結果昨年より少ない収入でやりくりをしていくこととなりました。

・支出も収入同様に今年は昨年と比べて大きな増減はありませんでしたが、物価上昇に伴う、②の肥料

代や仕入れ代の上昇が見られたほか、⑧の車や家の増改築費用が前年より多くなりました。しかしながら借金の返済に若干の

余裕が見られたため、相対してみると 409 万円の支出に抑えることが出来ました。

　今年１年間は収入と支出のバランスのとれた家計となり、その結果収入から支出を差し引くと 12 万円の黒字となり、翌年

の生活の為に繰り越すことが出来ました。

ほろみんが教える家計の特徴



2016.2 4

　皆さんが興味のある地方交付税や町債（町の借金）、基金（町の貯金）のこの10年の推移をグラフで見てみ

ましょう。

　幌加内町の一般会計歳入総額の 56％（平成 26 年度）を

占める「地方交付税」は、自主財源の確保が難しい本町の最

も貴重な財源であり、財政の「要」といえます。

　地方交付税は、地方公共団体間の財源の不均衡を調製し、

どこの地域に住む住民にも標準的な行政サービスを提供で

きるよう財源を保障し、国税 5 税（所得税、法人税、酒税、

消費税、たばこ税）の一定割合の額を国が地方公共団体に対

して交付するもので、ここ 10 年では横ばいで推移していま

す。

　また、町民一人あたりに換算すると（平成 26 年末人口

1,582 人）約 150 万円交付されている計算になります。

町債（町の借金）の残高は
？

　社会資本の整備や大型の公共事業等を実施する場合、起債

という長期にわたって返済を行なう借入金を活用し、資金調

達を行います。

　平成 26 年度の町債の残高は、約 37.4 億円で、ここ 10 年

では約 24.8 億円の減少となりました。

　今後も町債発行の抑制や効率的な起債償還につとめ財政の

健全化を図ります。

　また、町民一人あたりに換算すると（平成 26 年末人口

1,582 人）約 237 万円の借金があるという計算になります。

　基金（町の貯金）は、財源が不足する年度に年度間の不足

を補う「財政調整基金」と町債（まちの借金）の償還財源を

確保し借金の返済に充てる「減債基金」、また、使用目的が

決まっている「特定目的基金」があります。

　この 10 年間では行財政改革の取り組みにより、基金（町

の貯金）が年々増えつつあります。　

　また、町民一人あたりに換算すると（平成 26 年末人口

1,582 人）総額で約 267 万円の貯金がある計算になります。

平成17年度
（千円）

平成18年度
（千円）

平成19年度
（千円）

平成20年度
（千円）

平成21年度
（千円）

平成22年度
（千円）

平成23年度
（千円）

平成24年度
（千円）

平成25年度
（千円）

平成26年度
（千円）

財 政 調 整 基 金 376,579 376,872 526,967 528,879 532,364 864,058 870,007 971,143 1,117,187 1,271,320

減 債 基 金 907,381 908,252 910,596 993,924 879,970 884,570 888,164 991,418 993,368 993,150

その他特定目的基金 1,380,438 1,365,798 1,326,429 1,321,394 1,317,251 1,377,678 1,592,026 1,794,815 1,984,268 1,962,320

積立金現在高（合計） 2,664,398 2,650,922 2,763,992 2,844,197 2,729,585 3,126,306 3,350,197 3,757,376 4,094,823 4,226,790

各種グラフで見る！幌加内町の財政状況推移

特集

地方交付税の交付状況は？

基金（町の貯金）の状況は？
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　町には普通会計のほかに特別会計と公営企業会計があり、どの会計も私たちの暮らしを支えるのに役立って

います。

　近年は普通会計だけでなく、特別会計や企業会計の財政の健全度が非常に重要視されています。

特別会計の決算状況
　○特別会計とは特定の事業のために一般会計とは別に保険料や使用料など特定の収入により運営する会計

です。本町の特別会計につきましては赤字になるものはありませんでした。

公営企業会計の決算状況
　○企業会計とは民間企業のように事業収益により運営するものです。
　本町では町立病院の運営がこれにあたります。
　本年度の病院事業会計は赤字決算となりました。

疾病や負傷などをした場合に必要な給付を行う医療保険

歳入：２億 4,551 万４千円
（前年比 5.0％増）

歳出：２億 4,510 万円
（前年比 5.0％増）

歳入―歳出 41 万４千円

　歳入と歳出の差引残高は 41 万４千円となり全
額平成 27 年度会計へ繰越しました。

原則 75歳以上が加入する後期高齢者医療制度による各種給付

歳入：2,721 万１千円
（前年比 3.5％減）

歳出：2,685 万３千円
（前年比 2.8％減）

歳入―歳出 35 万８千円

　歳入と歳出の差引残高は 35 万８千円となり、
全額平成 27 年度会計へ繰越しました。　

後期高齢者医療特別会計

要介護認定業務や各種介護保険サービスの給付

歳入：２億 553 万５千円
（前年比 0.4％増）

歳出：１億 9,500 万５千円
（前年比 3.6％減）

歳入―歳出 1,052 万９千円

　歳入と歳出の差引残高は 1,052 万９千円とな
り、全額平成 27 年度会計へ繰越しました。

介護保険特別会計

各種学校に入学する方に対しての資金貸与・支給

歳入：388 万８千円
（前年比 12.0％減）

歳出：388 万８千円
（前年比 12.0％減）

奨学資金特別会
計

町内各地区への飲料水の供給

歳入：6,153 万７千円
（前年比 3.6％の増）

歳出：6,153 万７千円
（前年比 3.6％の増）

簡易水道事業特
別会計

家庭などから出た汚水の処理や浄化

歳入：7,352 万８千円
（前年比 14.0％の増）

歳出：7,352 万８千円
（前年比 14.0％の増）

下水道事業特別会計

収益的収入：３億 8,940 万 7 千円
（前年比 4.0％の増）

収益的支出：４億 1,112 万７千円
（前年比 8.1％の増）

収入―支出 － 2,172 万０千円

病院会計（収益
収支）

　収益的収入と収益的支出の差引きは 2,172 万
円の赤字となり、前年度未処分利益剰余金を用
いて対応しました。

特別会計・企業会計決算報告

国民健康保険特
別会計

平成26年度決算報告



6



7



2016.2 8

　
　

町
長
へ
の
手
紙　
　

第
３
回
手
紙
内
容
紹
介

手
紙
①

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
方
に
表

彰
を
し
て
み
て
は
？

お
答
え
①

　
各
分
野
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
大

き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
（
活
動
）
の
趣
旨
を
理
解
し
、

自
ら
が
社
会
貢
献
、
地
域
貢
献
、

ス
ポ
ー
ツ
貢
献
、福
祉
貢
献
な
ど
、

奉
仕
の
心
（
意
志
）
を
持
ち
活
動

し
充
実
し
た
日
を
送
る
も
の
で
あ

り
、
ま
さ
に
協
働
、
共
助
の
精
神

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
対
価
な
ど
を
求

め
て
活
動
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な

く
、「
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
。

手
紙
②

　

一
昨
年
の
大
雨
で
は
、
堤
防
の

決
壊
の
可
能
性
も
あ
り
、
避
難
訓

練
を
や
っ
て
は
ど
う
か
？

お
答
え
②

　
ど
の
よ
う
な
災
害
規
模
・
ど
う

い
っ
た
避
難
訓
練
に
す
る
か
を
含

め
て
最
初
か
ら
大
規
模
な
訓
練
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
住
民
・

要
援
護
者
を
含
め
た
避
難
訓
練
は

地
域
の
集
会
を
活
用
し
た
机
上
訓

練
な
ど
も
想
定
し
、
実
施
に
む
け

て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

自
分
が
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
。」

こ
と
が
、
何
よ
り
も
代
え
が
た
い

活
動
の
源
で
あ
る
と
の
思
い
で
活

動
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
活
動

分
野
に
よ
り
、
体
育
協
会
、
文
化

連
盟
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
各

種
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
る
な
ど

を
経
て
表
彰
す
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
活
動
を
行

う
上
で
、
必
要
な
こ
と
が
あ
れ
ば

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
の
ご
意
見
に
対
し
ま
し
て

は
、
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の

励
み
に
も
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
是
非
町
民
に
対
し
て
も
周
知

し
、
頑
張
っ
て
い
る
方
々
を
支
援

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ご
紹
介

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
※
詳
細
は
昨
年
８
月
発
行
の
広
報
ほ
ろ
か
な
い
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
回
答
を
求
め
ら
れ
て
も
回
答
出
来
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

１
．
特
定
の
個
人
や
団
体
の
誹
謗
・
中
傷
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
内
容

２
．
特
定
の
個
人
や
団
体
の
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
（
宣
伝
・
広
告
等
）
と
と
れ
る
内
容
。

３
．
思
想
や
宗
教
に
関
す
る
内
容
。

４
．
そ
の
他
、
本
来
幌
加
内
町
が
回
答
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
し
た
も
の
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
地
域
振
興
室

　
電
話
３
５
―
２
１
２
１

双
葉
保
育
園
の

入
所
募
集

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
双
葉
保
育
園
に

入
所
を
希
望
す
る
園
児
を
募
集
致
し
ま
す
。

　

町
で
は
子
育
て
環
境
の
向
上
を
図
る
た

め
保
育
料
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
で
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

「
ア
ル
ク
」
し
あ
わ
せ
福
祉
係
で
申
請
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
双
葉
保
育
園
に
入
所
さ
れ

て
い
る
園
児
が
、
継
続
し
て
入
所
す
る
場

合
に
も
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
育
の
要
件
に
該
当
し
な
い
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
入
所
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
申
込
期
限
】

平
成
28
年
２
月
26
日
（
金
）
ま
で　

【
申
込
場
所
】

現
在
入
所
中
で
継
続
す
る
場
合
…

双
葉
保
育
園

新
た
に
入
所
を
希
望
す
る
場
合
…

保
健
福
祉
課
し
あ
わ
せ
福
祉
係

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課
し
あ
わ
せ
福
祉
係

　
　
　（
電
話
35
―
３
０
９
０
）
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事業者の皆さん

マイナンバーを正しく取り扱っていますか？

事業者は、行政手続などのため、従業員などのマイナンバーを取り扱います。

・事業者は、社会保険の手続や源泉徴収票の作成などにおいて、従業員などからマイナバーの提出
を受け、書類などに記載します。

・マイナンバーを取り扱う際には、４つのルールを守りましょう！

　①取得・利用・提供のルール～個人番号の取得・利用・提供は法令で決められた場合だけでこれ以
外では「取れない」「使えない」「渡せない」

　②保管・廃棄のルール～必要がある場合だけ保管。必要がなくなったら廃棄。

　③委託のルール～委託先を「しっかり監督」、再委託は「許諾が必要」

　④安全管理措置のルール～漏えいなどを起こさないために書類やデータは「しっかり管理」

マイナンバーに関するお問い合わせは
マイナンバー総合フリーダイヤル　0120－95－0178  へ

１．事業者において講ずることが望まれる措置
　（１）事業者内部における責任者への報告、被害の拡大防止　（２）事実関係の調査、原因の究明

　（３）影響範囲の特定　（４）再発防止策の検討・実施

　（５）影響を受ける可能性のある本人への連絡等　（６）事実関係、再発防止策等の公表

　※マイナンバーが漏えいして不正に用いられるおそれがあると認められるときは、マイナンバーの変更をお住
　　いの市区町村に請求できることを本人に説明してください。

２．個人情報保護委員会又は業界の所管官庁への報告
　　①個人情報保護委員会に報告する場合～個人情報保護委員会ウェブサイトに掲載している様式に

事実関係や再発防止策等を記載し、速やかに個人情報保護委員会に郵送で報告するよう努めて

ください。

　※影響を受ける可能性のある本人全てに連絡した場合、外部に漏えいしていないと判断される場合等の個人情
　　報保護委員会への報告不要の要件を全て満たす場合には、個人情報保護委員会への報告は不要です。

　　②個人情報保護法に基づき所管官庁に報告する場合～所管官庁のガイドライン等に従って、報告

してください。（所管官庁から個人情報保護委員会に報告されますので、①の報告は不要です。）

詳しくは個人情報保護委員会ウェブサイト（http://www.ppc.go.jp/legal/policy/rouei/）をご覧

ください。

万が一、マイナンバーが漏えいしてしまった場合には…

　
・マイナンバーを従業員などから取得する際には、本人確認（次の①②の確認）が必要です。

　①マイナンバーが間違っていないかの確認　⇒　

マイナンバーが書いてある「通知カード」や「個人番号カード」で確認

　②身元の確認　⇒　顔写真が付いている「個人番号カード」又は「運転免許証」などで確認

・マイナンバーを従業員などから取得する際には、利用目的（「源泉徴収票作成」「健康保険・厚生

年金保険届出」「雇用保険届出」等）を伝えましょう。

・マイナンバーを取り扱う者、取扱い手順、保管場所などを決めておきましょう。

取得にあたっては

愛称：マイナちゃん



2016.2 10

第
５
回　

　

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
で
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社

が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

道
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

自
動
車
や
動
産
等
の
公
売
を
実
施
し

ま
す
。

○
公
売
参
加
申
込
期
間

　

平
成
28
年
２
月
16
日
（
火
）
13
時

か
ら
２
月
26
日
（
金
）
23
時
ま
で
の

11
日
間

※
上
記
期
間
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
売
参
加
の
申
込
み
が
で
き
ま

す
。

○
入
札
期
間

　

動
産
～

　
　

平
成
28
年
３
月
４
日
（
金
）
13

時
か
ら
３
月
６
日
（
日
）
23
時

ま
で
の
３
日
間

　

不
動
産
～

　
　

平
成
28
年
３
月
４
日
（
金
）
13

時
か
ら
３
月
11
日
（
金
）
13
時

ま
で
の
８
日
間

※
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
実
施
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他
公
売
財
産
の
詳
細
や
下
見

会
の
案
内
な
ど
は
、
次
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

<

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス>

・
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
の
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.h

o
k
k
a
id

o
.

lg
.jp

/sm
/zim

/in
tern

etk
o
u
b
a
i/

in
d
ex

.h
tm

 

・
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

:/
/
k

o
u

b
a
i.a

u
c
tio

n
s
.

y
a
h
o
o
.co

.jp
/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.h

o
k
k
a
id

o
.

lg
.jp

/sm
/zim

/in
d
ex

.h
tm

　

北
海
道
総
務
部
財
政
局
税
務
課
納

税
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
１
―

２
０
４
―

５
０
６
１

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
のお

知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
の
第
５
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

１
．
試
験
日

　

平
成
28
年
３
月
27
日
（
日
）

２
．
試
験
の
種
類
及
び
試
験
地

　

乙
種
第
４
類
・
丙
種
、
札
幌
市

３
．
願
書
受
付
期
間

　

（
書
面
）

　
　

平
成
28
年
２
月
22
日
（
月
）
～　
　

同
年
２
月
29
日
（
月
）

　

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

平
成
28
年
２
月
19
日
（
金
）
～

　
　

同
年
２
月
26
日
（
金
）

４
．
願
書
提
出
先

　

（
一
財
）
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
北

海
道
支
部

　

〒
０
６
０
―

８
６
０
３

　
　

札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西

６
丁
目
２
―

２

札
幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
12
階

　

☎
０
１
１
―

２
０
５
―

５
３
７
１

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
検
申

請
は
、（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.s

h
o
u

b
o
-s

h
ik

e
n

.

o
r.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局
危
機

対
策
課

☎
０
１
１
―

２
０
４
―

５
０
０
９

動
物
を
遺
棄
す
る
こ
と
は

犯
罪
で
す

　

犬
や
猫
な
ど
の
愛
護
動
物
を
遺
棄

す
る
こ
と
は
、
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
第
44
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
を
科
せ
ら
れ
る
「
犯
罪
」
に
あ

た
り
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
事
情
で

愛
護
動
物
の
飼
育
が
困
難
な
場
合

は
、
知
人
・
友
人
に
新
し
い
飼
い
主

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
飼
い
主
を
募
集
す

る
な
ど
、
自
ら
新
し
い
飼
い
主
を
探

す
こ
と
が
飼
い
主
の
責
務
で
す
。

　

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.h

o
k
k
a
id

o
.

lg
.jp

/
k

s
/
s
k

n
/
a
ig

o
/
s
u

te
p
e
t.

h
tm

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
環
境
生
活
部
環
境
局
生
物

多
様
性
保
全
課
動
物
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
１
―

２
０
４
―

５
２
０
５

　
お
詫
び
と
訂
正

　　

広
報
ほ
ろ
か
な
い
１
月
号
新

年
名
簿
内
に
お
い
て
一
部
記
載

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
左
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

誤
）
竹
村　

見
吾
→

　

正
）
水
上　

尚
澄

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
追
加
）

　

副
会
長　

加
藤　
　

實

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
追
加
）

　

理　

事　

日
野　
　

昭

士別警察署かわら版

落氷雪事故に注意！

　例年２月は、寒暖差が大きくなり、屋根の雪が

落ちて下敷きになったり、雪下ろし作業中の転落

事故が発生しています。

◆屋根の雪やつららは早めに下ろす

◆危険な軒下を歩かない

◆子供達を落氷雪の危険がある場所で遊ばせない

◆除雪機による除雪は安全を確かめながら行う

等に注意して、事故を防ぎましょう。

士別警察署　㈹２３－０１１０
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旭川地方法務局からのお知らせ

今回は「親から支援を受けていた場合の相続」です。

Q 　先日父が亡くなり、父の財産を私と兄の２人で相続することになりました。

　兄は大学を４年間通い、父がその授業料を全額負担していたほか、兄が結婚した際に

父から結婚資金をもらっています。兄は「父の財産を法定相続分（各２分の１）のとお

りに分割しよう。」と提案してきます。私は、父から何ももらっていないのに、兄と相

続分が同じなんて納得ができません。この場合、相続分はどうなりますか？

A 　あなたの兄が受ける相続分は、あなたよりも少なくなる可能性があります。

　民法第 903 条では亡くなった人（被相続人）から遺贈を受けた相続人、被相続人か

ら結婚のため又は生計の資本として贈与を受けた相続人がいるときは、被相続人が有し

た相続開始時の相続財産にその贈与の財産を加えたものを全相続財産として最終的な相

続分を算定すると定めています。

ご不明な点は

　　旭川地方法務局　☎0166-38-1111までお問い合わせください。

　つまり、被相続人から生前に結婚資金等をもらった相続人は、被相続人から受けた財産分だけ相

続分が少なくなるということになります。被相続人から生前等に特別な財産を受けている相続人の

ことを「特別受益者」といいます。特別受益者と認められるためには、結婚資金としての贈与や生

計の資本（マイホーム取得の補助等）としての贈与などの実態を考慮した上で、被相続人から特別

の財産を受けていると判断されることが必要となります。ただし、例えば単に「大学の学費を支払っ

てもらっているから不公平だ」と主張するだけでは、親の扶養義務の範囲内と判断され、特別受益

者として認められない場合もあります。

　今回のケースでは、大学４年分の学費は、親の扶養義務の範囲であり特別受益には該当しないと

思われますが、結婚資金として受領した費用は、特別受益として認められる可能性があります。な

お、特別受益の確定は、原則として共同相続人間の協議で行われます。仮に協議が調わないときは、

家庭裁判所に審判を求めることができます。
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血圧測定の習慣を
健　康
コラム
2016

3
●乳幼児・児童に関する行事

●成人・老人に関する行事

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、

　アルクで行っております。妊娠がわかりましたら、早め

　に交付を受けてください。また、来所の前にアルクへご

　連絡いただけると交付がスムーズです。

○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40 歳以上の方で過去

に検診を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前　

にアルク保健師までご連絡ください。

老人健康相談

２日(水) 母子里老人クラブ 10：00 ～ 11：00

９日(水) 添牛内老人クラブ 10：00 ～ 11：00

10日(木) 幌加内老人クラブ 10：00 ～ 11：00

14日(月) 政和老人クラブ 10：00 ～ 11：00

23日(水) 朱鞠内老人クラブ 10：00 ～ 11：00

乳幼児健診 16日(水) 保健福祉総合センター 受付 12：30 ～　　

子育て教室 17日(木) 農業活性化センター 10：00 ～ 11：30

乳幼児予防接種

１日(火)
８日(火)
15日(火)
22日(火)
29日(火)

町立病院 15：00 ～ 16：30　

　高血圧が引き起こす病気は、脳卒中や心臓病など様々です。ふだんの血圧を

知っていれば、治療の必要性を確認したり、生活習慣を見直すきっかけになり、

予防行動につながります。また、血圧の治療をしている方は、薬が自分の体に

あっているかなどを確認することができます。ふだんの血圧の状態を知ること

は大切ですので、血圧を正しく測り、血圧測定の習慣をつけましょう。

●測定する時間を考える

　血圧は常に変動しているため、一日中血圧が一定と

いう方はいません。多くの方が、夜眠っている間は血

圧が低くなり、朝目覚める頃に高くなってきます。

　基本的には、１日２回朝と夜に測るのが良いです。

＊夜は入浴や飲酒の直後は避け、寝る直前に測るようにし
ましょう。環境を変えず、同じ条件で測定することが大
切です。

朝
・起床後１時間以内　・トイレに行った後
・朝食の前　　　　　・薬を飲む前

夜
・寝る直前
・入浴や飲酒の直後は避ける

●測定のポイント

＊リラックスした状態で測定する
・動いた直後などは血圧が安定しないことがありま

す。落ち着いた状態で測りましょう。

＊腕は胸くらいの高さになるように測定する
・上腕と手首で測定するタイプがあり、手首で測るタ

イプは上下の差がでやすいので注意が必要です。

＊薄手のシャツなら着たままでもよい
・地肌に巻くのが理想ですが、毎回脱ぐのは大変で

す。セーターなど厚みのある服は脱ぐようにしま

しょう。

　血圧は環境の影響を受けや
すく、緊張や精神状態の変化
によって、家庭より病院で測
る方が高くなる場合が多いで
す。そのため、右のように基
準値が異なります。基準値を
目安に測定し、基準値を超え
ることが多い方は、医師に相
談しましょう。

高血圧の基準値

病院で測定
収縮期 拡張期

140 以上 90 以上

家庭で測定
収縮期 拡張期

135 以上 85 以上

高血圧治療ガイドライン 2014 参照

連絡先：保健福祉総合センター アルク  TEL 35-3090
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こんなときには
　　　届出が必要です
　国民年金は、日本に住む 20 歳以上 60 歳未満のすべての人が加入しなけ

ればなりません。届出は加入する時だけでなく、被保険者種別が変わった

ときにも必要です。もし、届出されなかった場合、年金額が少なくなった

り受け取れない場合もありますので必ず届出をしましょう。

届出が必要なとき 異動の内容 持参するもの 届出先

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加
入者を除く）

第１号被保険者となりま
す。

・印鑑
　（本人自署の場合は不要）

住所地の市区町村

退職したとき
（厚生年金や共済年金加
入者の場合）

第２号被保険者から第１
号被保険者になります。
（第３号被保険者に該当
する場合を除く）

・印鑑
　（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

住所地の市区町村

配偶者に扶養されていた
が、配偶者が厚生年金や
共済年金を辞めたとき

第３号被保険者から
第１号被保険者へ

・印鑑
　（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

住所地の市区町村

◎第３号被保険者の届出
　第２号被保険者（厚生年金保険や共済組合に加入している方）に扶養されている 20 歳以上 60

歳未満の配偶者は、第３号被保険者として国民年金に加入することになり、加入手続きは、第２

号被保険者の勤務先を経由して行うことになります。

　なお、国民年金保険料は、第２号被保険者の加入している年金制度が負担しますので、ご自分

で納める必要はありません。

　※第３号被保険者に該当したときの届出以外に、第２号被保険者が転職や退職したとき、住所

に変更があったときにも届出が必要です。

こんなとき 被保険者種別 届出先

・配偶者である第２号被保険者が会社を退職したとき
・配偶者である第２号被保険者の扶養から外れたとき
・配偶者である第２号被保険者と離婚したとき
・配偶者である第２号被保険者が 65歳になったとき

第３号→第１号 住所地の市町村

・本人（第３号被保険者）が就職して厚生年金や共済組合に加入
したとき

第３号→第２号 勤務先

・配偶者である第２号被保険者の加入する被用者年金制度が変
わったとき（例えば厚生年金から共済組合）

第３号→第３号
（種別は変わりませ
んが届出は必要）

第２号被保険者
の勤務先

・本人の住所が変わったとき
第２号被保険者
の勤務先
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こんなことを
していきます！

①町民ニーズの多様化に対応するため、部局間の連携を強化し、利用の利便性を強化します。
②施設の適切な管理・運営に努めます。
③施設の有効利用を推進します。
④効率的な施設運営を検討します。

教育委員会では…

楽しく充実した学び。
持続性ある学習環境の整備。

楽しく学んだり、
体を動かせる

場所が欲しいなぁ

こんなことを
していきます！

①各種スポーツ団体・サークル等の自主的活動の支援に努めます。
②各種スポーツ団体・サークル、学校と連携した事業を展開します。
③様々な部局と横断的に連携し、地域の資源を生かしたスポーツ、レクリエーション事業の

構築を図ります。
④町民の生涯スポーツの推進、青少年のスポーツに親しむ環境づくりに努めます。

教育委員会では…

町民皆スポーツ。
地域性を活かした
活力あるスポーツ活動の推進。

運動不足の解消をしたい！
いつまでも健康でいたい！

運動するきっかけが欲しいなぁ

こんなことを
していきます！

①地域内外の情報収集、発信を強化し、すべての人が芸術文化に出会う機会をサポートします。
②多様な交流や文化を創造できるよう、町外からの参加を促進した事業展開を図ります。
③生涯学習センターを拠点に施設を提供し、文化芸術活動をサポートします。

教育委員会では…

やさしさと交流から生まれる感動。
豊かな心を養う
芸術文化に触れる機会の提供。

仲間と一緒にいろいろな
作品を作りたいなぁ

芸術作品なんかもみんなと鑑賞
して、感動を共有したいなぁ

こんなことを
していきます！

①異世代交流や土曜日の学習教室やスポーツ教室等を通し、子どもたちの多種多様な体験活
動をサポートします。

②あらゆる機会や場所で、あらゆる世代が読書に親しむことができるよう、読書環境の整備
に努めます。

③変化する子どもたちを取り巻く様々な問題を、家庭や地域が共有できるよう、啓発や学習
機会の提供に努めます。

④地域の指導者と連携した事業を充実し、子ども達の学びを支える人材を育成します。
⑤地域のよさや課題に対応した学習活動の機会の提供に努めます。
⑥関係部局と連携し、超高齢社会に対応する学習の推進を図ります。
⑦学びで得た知識や知恵を地域に生かすことができる取り組みをサポートします。
⑧窓口サービスの強化や様々な媒体の活用により、情報提供と相談体制の充実を図ります。
⑨地域の指導者の養成・発掘に努め、地域指導者を活用した事業展開を図ります。

教育委員会では…

学びから行動へ。
いきいきと学び、学びあうことができる
学習機会の提供。

私たちが学んだ事を
町のために活かせる

ような機会が
欲しいなぁ

幌加内町教育委員会では幌加内町第９次社会教育中期計画を策定しました。

詳細につきましては、下記のとおりとなっていますのでよろしくお願いします。
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■幌加内町成人大学講座第５講

　包括地域ケア・地域支え合い
　体制づくり講演会

　少子高齢化、核家族化、人口減少などにより、多くの

面で地域の支えが必要になっています。しかし、これま

でのような行政依存型の制度ではもう支えることはでき

ません。

　住み慣れた地域で安心して暮らすために「ひとりひと

り」が「地域」でできることはないでしょうか？高齢に

なってもより楽しく充実した毎日を過ごしてもらうため、

そして、過ごすためにはどのようなことが必要なのでしょ

うか？

　それぞれの立場で、地域支え合いについて考えてみま

しょう！

【日　時】 平成 28 年２月 27 日（土）

 14：00 ～ 15：45（受付 13：30 ～）

【会　場】 幌加内町生涯学習センター

 「ふれあいホール」

【内　容】 「地域支え合い体制づくりとは？」

 ～住み慣れた地域で安心して暮らすために～

【講　師】 医療法人社団　豊生会

 地域包括ケア推進部推進担当部長

 倉　貫　元　美　　氏

【申込み】 ２月 23 日（火）までに保健福祉課あんしん介

護係へ電話、もしくは参加申込書に必要事項を

ご記入の上、ＦＡＸまたは郵送にてお申込み下

さい。

■ほろたちスキー場
　２月・３月の営業日のご案内

　ほろたちスキー場では、２月 22 日（月）よりスキー場

閉鎖までの期間、毎週月・火・水・木曜日を休業日といた

します。

【営業時間】 ９：00 ～ 16：00

 ※積雪等の状況により変更する場合がござ

いますので、あらかじめご了承ください。

【営業日カレンダー】

【問 合 せ】 ほろたちスキー場（TEL 0165-35-3410）

平成 28 年２月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29

平成 28 年３月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

印は営業日、 印は休業日です。

◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

2月

16 日（火） おはなしぴよぴよ 子育て支援センター 11：00 ～

25 日（木） チビッ子英語クラブ アトリエ
１年生　15：15 ～

２、３年生　16：00 ～

26 日（金） チビッ子英語クラブ アトリエ ４～６年生　15：40 ～

27 日（土）
おはなしにこにこ 図書室 11：00 ～

幌加内町成人大学講座第 5 講
「地域包括ケア・地域支え合い体制づくり講演会」

ふれあいホール 14：00 ～

3月

１日（火） 幌加内高等学校卒業式

８日（火） おはなしぽかぽか みゆき保育所 10：00 ～

12 日（土）
わくわく体験教室「わかさぎ釣り」 朱鞠内湖 ８：00 ～

幌加内中学校卒業式

15 日（火） おはなしぴよぴよ 子育て支援センター 11：00 ～

17 日（木） チビッ子英語クラブ アトリエ
１年生　15：15 ～

２、３年生　16：00 ～

18 日（金） チビッ子英語クラブ アトリエ ４～６年生　15：40 ～

19 日（土） 幌加内小学校卒業式

26 日（土） おはなしにこにこ 図書室 11：00 ～

・真実の10メートル手前 米澤穂信／著（東京創元社）

・獅子吼 浅田次郎／著（文藝春秋）

・ロング・ロング・ホリディ 小路幸也／著（ＰＨＰ研究所）
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　平成27年第５回臨時会が11月４日に開催され、議案１件が提出され原案のとおり決定し、

同日に閉会した。

平成27年　第５回臨時会（11月４日）

平成27年　第４回定例会（12月17日）
　平成27年第４回定例会が12月17日に開催され、同意３件、諮問１件、報告４件、議案11件、

意見書１件、発議２件が提出され、原案のとおり決定し、同日に閉会した。なお、陳情１件

が、不採択となった。

こ
ん
な
こ
と
が

　

決
ま
り
ま
し
た

第
５
回
臨
時
会
を
開
催
！

（
Ｈ
27
年
11
月
４
日
）

補　

正　

予　

算

○
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

　

中
山
間
地
域
等
直
接
払
補
助
金
や

担
い
手
経
営
発
展
支
援
事
業
補
助
金

の
追
加
、
ま
た
Ｈ
27
年
９
月
23
日
の

営
業
終
了
後
に
発
生
し
た
町
民
保

養
セ
ン
タ
ー
の
盗
難
被
害
に
よ
る

修
繕
及
び
防
犯
強
化
等
で
、
総
額

９
１
５
万
５
千
円
を
追
加
し
た
。

第
４
回
定
例
会
を
開
催
！

（
Ｈ
27
年
12
月
17
日
）

陳　
　
　
　
　

情

○
北
海
道
の
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
求
め
る
意
見
書
採
択

の
陳
情

　

産
建
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
協
議
の
結
果
、
不
採
択
と
し
た
。

同　
　
　
　
　

意

○
町
功
労
者
顕
彰
条
例
に
よ
る
表
彰

　

被
表
彰
者
は
高
山
友
樹
氏
、
宮
下

卓
久
氏
、
竹
之
内
博
氏
と
し
た
。

諮　
　
　
　
　

問

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

竹
村
見
吾
氏
に
決
定
し
た
。

任
期
…
Ｈ
28
年
４
月
１
日
～

Ｈ
31
年
３
月
31
日

新　

規　

条　

例

○
幌
加
内
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

　

番
号
法
で
は
基
本
的
に
国
が
法
律

を
定
め
て
い
る
が
、
町
が
独
自
に
利

用
す
る
場
合
は
、
条
例
で
規
定
す
る

こ
と
が
必
要
な
た
め
、
左
記
の
３
件

の
事
務
利
用
の
た
め
条
例
を
整
備
し

た
。

●
幌
加
内
町
重
度
心
身
障
害
者
及
び

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
事
務

●
幌
加
内
町
賃
貸
住
宅
設
置
条
例
に

よ
る
賃
貸
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
事

務●
幌
加
内
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
事
務

条　

例　

改　

正

○
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
の
公
布
に
よ
り
、
徴
収
の
猶
予

を
す
る
場
合
に
お
け
る
納
付
方
法
の

見
直
し
、
徴
収
の
猶
予
を
申
請
す
る

場
合
の
申
請
手
続
等
の
整
備
等
を
改

正
し
た
。

○
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　

番
号
法
の
関
係
で
法
施
行
に
伴

い
、
介
護
保
険
料
の
徴
収
猶
予
及
び

減
免
申
請
に
個
人
番
号
が
必
要
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
申
請
書
へ
の
記
載

事
項
に
個
人
番
号
の
文
言
を
追
加
し

改
正
し
た
。

2016.2 16



○
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

　

公
営
住
宅
わ
か
ば
団
地
２
棟
８
戸

の
新
設
に
伴
い
、
新
設
住
宅
を
追
加

し
改
正
し
た
。

規　

則　

改　

正

○
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

　

出
産
の
場
合
に
お
け
る
議
会
欠
席

の
届
出
に
関
す
る
規
定
を
加
え
た
。

○
町
議
会
傍
聴
人
規
則
の
一
部
を
改
正

　

議
会
の
傍
聴
席
に
持
ち
込
む
こ
と

を
禁
止
し
て
い
る
「
つ
え
」
を
規
則

か
ら
削
除
し
た
。

計　

画　

変　

更

○
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
変
更

　

朱
鞠
内
診
療
所
に
配
備
す
る
携
帯

型
超
音
波
画
像
診
断
装
置
購
入
事
業

を
追
加
し
た
。

補　

正　

予　

算

○
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

　

地
域
集
積
協
力
金
交
付
事
業
補
助

金
や
耕
作
者
集
積
協
力
金
交
付
事
業

補
助
金
な
ど
１
億
６
１
８
６
万
３
千

円
を
追
加
し
総
額
47
億
７
９
３
３
万

５
千
円
と
し
た
。

○
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

国
庫
支
出
金
返
還
金
や
養
給
付
費

国
庫
負
担
金
返
還
金
な
ど
２
０
３
９

万
３
千
円
を
追
加
し
総
額
２
億
８
５

８
８
万
７
千
円
と
し
た
。

○
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

町
立
病
院
入
院
患
者
数
の
減
少
等

に
よ
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な

ど
８
４
５
万
９
千
円
を
減
額
し
総
額

１
億
９
８
６
８
万
７
千
円
と
し
た
。

○
27
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

次
年
度
に
診
療
所
へ
移
行
す
る
に

あ
た
り
、
既
存
の
病
院
施
設
を
取
り

壊
し
に
際
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

調
査
費
等
を
含
め
87
万
３
千
円
を
追

加
し
総
額
４
億
３
９
４
２
万
２
千
円

と
し
た
。

○
27
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

委
託
料
や
事
業
の
執
行
残
の
整
理

で
１
５
７
万
８
千
円
を
減
額
し
総
額

６
５
９
２
万
９
千
円
と
し
た
。

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

委
託
料
や
事
業
の
執
行
残
の
整
理

で
１
２
３
万
３
千
円
を
減
額
し
総
額

７
１
８
２
万
９
千
円
と
し
た
。

意
見
書
を
提
出

○
衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

北
海
道
は
、
平
成
21
年
３
月
に

地
方
自
治
法
第
１
５
５
条
に
基
づ

く
支
庁
設
置
条
例
の
改
正
を
行

い
、「
北
海
道
総
合
振
興
局
及
び

振
興
局
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」

を
平
成
22
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
に
幌
加
内
町
と
、
当

時
、
留
萌
管
内
（
現
宗
谷
管
内
）

の
幌
延
町
の
所
管
区
域
が
変
更
と

な
っ
た
。

　

本
町
に
あ
っ
て
は
、
北
海
道
第

10
区
の
空
知
支
庁
所
管
区
域
か
ら

北
海
道
第
６
区
の
上
川
総
合
振
興

局
所
管
区
域
に
、
幌
延
町
は
、
北

海
道
第
10
区
の
留
萌
支
庁
所
管
区

域
か
ら
北
海
道
第
12
区
の
宗
谷
総

合
振
興
局
所
管
区
域
と
な
っ
た

が
、
両
町
の
属
す
る
選
挙
区
は
、

依
然
と
し
て
従
前
同
様
と
な
っ
て

い
る
。

　

衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り

は
、
通
常
10
年
ご
と
の
大
規
模
国

勢
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
見
直
し

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
回
の

見
直
し
は
、
平
成
32
年
の
国
勢
調

査
の
結
果
が
出
さ
れ
る
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
両
町
の
選
挙

区
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
改
善

さ
れ
な
い
状
況
が
継
続
す
る
こ
と

と
な
る
。

　

本
来
、
選
挙
区
は
、
地
域
住
民

の
生
活
圏
域
や
行
政
区
域
と
一
致

し
て
い
る
べ
き
で
あ
り
、
す
で
に

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
区
は
改
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
両
町

に
係
る
選
挙
区
の
見
直
し
が
長
期

化
す
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
一

体
感
を
著
し
く
損
な
い
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
深
く
憂
慮
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
い
改

善
が
望
ま
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
両
町

の
地
域
住
民
の
一
体
感
の
醸
成
に

よ
る
市
町
村
の
健
全
な
発
展
と
地

域
の
実
情
を
適
切
に
反
映
す
る
選

挙
の
実
施
の
た
め
、
衆
議
院
小
選

挙
区
の
区
割
り
に
つ
い
て
、
早
急

に
見
直
す
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
。

・
衆
参
両
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
に
そ

れ
ぞ
れ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

公営住宅わかば団地
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一 般 質 問

小関議員

質
問
１

　
Q

　
ほ
ろ
み
ん
号
の
祭
日
運
行
の
考
え
は
。

　
A

　
試
験
運
行
の
た
め
、
祭
日
は
運
行
し
な
い
。

質
問
３

　
Q

　
時
限
立
法
で
あ
る
民
間
賃
貸
住
宅
制
度
を
継
続
す

る
考
え
は
。

　
A

　
継
続
す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問
１

答
弁 

細
川
町
長

幌
加
内
―
旭
川
間
に
お
け
る

公
共
交
通
路
線
と
し
て
、
Ｈ

26
年
10
月
よ
り
、
ほ
ろ
み
ん
号
に
よ

る
無
償
試
験
運
行
が
始
ま
り
、
さ
ら

に
Ｈ
28
年
３
月
ま
で
試
験
運
行
が
延

長
さ
れ
、
住
民
に
と
っ
て
は
、
大
き

な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
住

民
要
望
も
高
く
、
今
後
、
国
保
病
院

の
診
療
所
へ
の
移
行
に
伴
い
、
二
次

医
療
圏
へ
の
利
用
度
が
増
加
す
る
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
公
共
交
通
路

線
と
し
て
確
立
す
べ
き
と
考
え
、
３

点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
１
点
目
、
利
用
者
の
要
望
が
高
い

「
祭
日
運
行
」
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
。

　
２
点
目
、
定
期
運
行
と
い
う
路
線

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
３
点
目
、
有
償
運
行
に
向
け
た
取

り
組
み
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

上
川
圏
域
の
交
通
公
共
機

関
と
い
っ
た
開
設
が
望
ま

れ
「
ほ
ろ
み
ん
号
」
は
、
Ｈ
26
年
10

月
１
日
～
Ｈ
27
年
９
月
30
日
ま
で
の

間
、
実
証
試
験
と
し
て
運
行
を
行
っ

て
き
た
。

　

そ
の
後
、
実
証
試
験
検
討
委
員
会

委
員
の
意
見
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
踏
ま
え
、
ル
ー
ト
や
運

行
時
間
を
変
更
し
、
さ
ら
に
期
間
を

６
ヶ
月
間
延
長
し
て
実
証
試
験
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

　

１
点
目
の
祭
日
運
行
に
つ
い
て
、

あ
く
ま
で
も
実
証
実
験
と
い
う
枠
の

中
で
、
土
日
も
含
め
、
大
半
の
医
療

機
関
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
た
め
、
運

行
は
し
な
い
。

　

２
点
目
の
定
期
運
行
に
向
け
た
取

り
組
み
と
３
点
目
の
有
償
運
行
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
深
名
線
を
運
行
す

再
質
問

Ｈ
28
年
３
月
以
降
、
路
線
の

現
状
が
無
償
と
し
て
ま
だ
継

続
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
こ
の
協
議
会

を
持
っ
て
、
認
定
さ
れ
る
状
況
が
起

き
う
る
の
か
。

再
答
弁

 

細
川
町
長

当
町
が
上
川
管
内
と
の
公
的

交
通
機
関
を
運
行
す
る
こ
と

を
了
承
し
た
場
合
、
正
式
に
当
局
に

申
請
し
て
、
許
可
が
出
る
ま
で
時
間

を
要
す
る
が
、
３
月
以
降
は
今
の
利

用
実
態
か
ら
急
に
な
く
す
こ
と
に
は

な
ら
な
い
の
で
、
最
低
限
、
現
状
を

維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
財
源
の
確
保
を
含
め
て
、
慎
重

に
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
２

本
町
の
20
～
40
歳
男
女
の
合

計
は
３
９
６
人
、
人
口
比
約

25
％
で
結
婚
・
子
育
て
世
代
と
し
て

本
町
の
将
来
を
担
う
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
世
代
で
あ
る
。

　
来
年
に
開
設
予
定
の
特
養
老
人
施

設
に
お
け
る
、
介
護
人
材
確
保
事
業

規
則
、
奨
励
金
補
助
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
は
、
移
住
、
定
住
を
促
す
施

策
は
画
期
的
で
あ
り
、
大
い
に
評
価

し
て
い
る
が
、
町
内
在
住
で
、
す
で

に
既
存
の
介
護
施
設
に
就
労
し
て
い

る
方
や
、商
工
小
規
模
事
業
所
に
も
、

奨
励
金
補
助
が
対
象
に
な
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
弁 

細
川
町
長

今
回
の
介
護
人
材
確
保
事
業

は
、
全
国
的
に
も
不
足
し
て

い
る
介
護
職
員
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確

保
で
あ
る
が
、
幌
加
内
高
校
生
が
卒

業
後
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
町
外
へ
転
出

さ
れ
る
の
で
、
優
秀
な
卒
業
生
を
幌

加
内
町
に
定
住
す
る
た
め
に
、
施
策

を
企
画
し
た
。

　

当
然
、
既
存
の
職
員
の
方
に
つ
い

て
議
論
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
地
方
創
生
と

い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
、
ま
ず

は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
方
の
み
対
象

ほろみん号

る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
に
も
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
、
地
域
公
共
交
通

会
議
を
開
く
必
要
が
あ
る
が
、
交
通

事
業
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
と

の
会
議
が
で
き
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
会
議
に
出
席
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
現
在
の
関
係
改
善
、

修
復
に
当
た
り
、
本
運
行
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
有
償
で
行
う
こ
と
が
現

実
的
と
判
断
し
て
い
る
。
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で
、
移
住
を
し
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
商
工
の
小
規
模
事
業
者
に

も
対
応
で
き
な
い
か
と
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
目
的
の
な
い
単
な
る
所
得

保
障
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
含

み
、
単
に
小
規
模
の
商
工
業
者
と

い
っ
て
も
、
個
人
形
態
、
個
人
事
業

者
、
事
業
の
内
容
は
当
然
、
他
の
職

と
の
バ
ラ
ン
ス
等
も
考
え
て
い
っ
た

場
合
、制
度
設
計
が
か
な
り
難
し
く
、

い
わ
ゆ
る
「
ば
ら
ま
き
」
に
近
い
施

策
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
拡
充

す
る
つ
も
り
は
な
い
。

質
問
３

す
で
に
本
町
で
も
公
営
住

宅
、
民
間
賃
貸
住
宅
も
続
々

と
建
設
さ
れ
、
入
居
状
況
も
ス
ム
ー

ズ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
介
護
職
員
の
住
宅
の
斡
旋
で
は
、

老
朽
な
公
営
住
宅
も
対
象
だ
が
、
快

適
な
生
活
空
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
住
環
境
の
整
備
を
急

ぐ
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
民
間
賃
貸
住
宅
制
度
を
継

続
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁 

細
川
町
長

民
間
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て

は
、Ｈ
25
年
度
に
１
棟
４
戸
、

Ｈ
26
年
度
に
１
棟
４
戸
、
Ｈ
27
年
度

は
２
棟
14
戸
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
町
が
助
成
を
行
っ
た
も
の

が
３
棟
12
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
初
の
思
惑
以
上
に
建
設
さ
れ
た

と
感
じ
て
お
り
、
建
設
い
た
だ
い
た

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い

る
。

　

こ
の
制
度
は
３
年
間
の
時
限
立
法

だ
が
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
が
増
加
す

る
こ
と
は
、
公
営
住
宅
の
戸
数
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
の
財
政
上

も
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
見

直
し
に
当
た
っ
て
は
継
続
を
考
え
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
定
住
」
を
考

え
た
と
き
は
、
や
は
り
持
ち
家
を
奨

励
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
り
、
持

ち
家
奨
励
事
業
の
拡
充
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

民間賃貸住宅

●議会事務局からのお願い●

　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要

がありますので、直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）

〒 074-0492

北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地

北海道雨竜郡幌加内町議会　事務局宛
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一 般 質 問

中川議員

質
問
１

新
介
護
事
業
に
つ
い
て
３
点

お
尋
ね
す
る
。

　
１
点
目
、
要
支
援
者
の
実
態
に
つ

い
て
、
現
在
、
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
数
と
実
際
に
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何
人

か
。
ま
た
、
将
来
的
に
人
数
の
増
減

は
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
の

か
。

　
２
点
目
、「
新
総
合
事
業
」
の
「
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

は
既
存
の
介
護
事
業
所
が
提
供
す
る

「
専
門
的
サ
ー
ビ
ス（
現
行
相
当
サ
ー

ビ
ス
）」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
行

う
「
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
」
に
分
か
れ

る
。
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、最
低
限
、

町
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
か
ね

ば
な
ら
な
く
、
私
の
考
え
で
は
、

　
イ
）
要
支
援
者
に
対
す
る
、
専
門

職
に
よ
る
現
行
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
を
す
る
こ
と

　
ロ
）
利
用
者
負
担
を
増
加
さ
せ
な

い
こ
と

　
ハ
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
現
行
サ
ー
ビ

ス
に
追
加
さ
れ
る
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
に
限
る
こ
と

　
ニ
）
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
に
よ
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
振

り
分
け
を
安
易
に
し
な
い
こ

と
、
そ
の
よ
う
な
条
件
が
必

要
だ
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
、
基
本
的
に
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
３
点
目
、新
制
度
移
行
の
事
業
者
、

受
け
皿
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
準
備

は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁 

細
川
町
長

　

要
支
援
が
必
要
な
認
定
者

数
は
、
11
月
末
現
在
で
、
要

支
援
１
…
23
名
、
要
支
援
２
…
12
名

の
35
名
。
そ
の
う
ち
、
通
所
介
護
利

質
問
１

　
Q

　
新
総
合
事
業
で
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
と
利
用
者
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
A

　
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

用
者
…
12
名
、
訪
問
介
護
利
用
者
…

10
名
、
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
方
が
６
名
で
あ
る
。

　

要
支
援
者
の
認
定
推
計
は
、
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
、
国
が
作

成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し
な

が
ら
推
計
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
Ｈ
28
年
度
で
33
名
、
Ｈ
29
年
度
で

31
名
、
Ｈ
32
年
度
で
31
名
と
見
込
ん

で
い
る
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
Ｈ
37
年
度
で
28
名
と
推
計
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
全
体
の
介
護
認
定
者
に
つ

い
て
も
、１
０
０
名
前
後
を
推
計
し
、

要
支
援
者
は
約
30
％
を
占
め
る
と
推

計
し
て
い
る
。

　

介
護
事
業
所
が
行
う
、
現
行
相
当

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
で
は
、通
所
介
護
、

訪
問
介
護
に
つ
い
て
、
財
政
措
置
的

な
観
点
か
ら
も
総
合
事
業
に
そ
の
ま

ま
移
行
で
き
る
と
判
断
し
、
サ
ー
ビ

ス
維
持
に
努
め
た
い
。

　

利
用
者
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
も

同
様
に
、
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
と
変

わ
ら
な
い
負
担
と
な
る
よ
う
検
討
を

し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
行
う
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
寄
り

合
え
る
サ
ロ
ン
活
動
、
声
か
け
、
見

守
り
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
既
存

の
介
護
事
業
者
、
行
政
が
行
う
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
継
続
的
に
維
持
、
強
化

す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

制
度
移
行
の
時
期
は
、
Ｈ
29
年
４

月
を
予
定
し
て
い
る
。
現
状
は
、
Ｈ

27
年
10
月
に
地
域
包
括
ケ
ア
・
地
域

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ

る
べ
さ
な
ど
を
集
め
学
習
し
、
実
際

に
本
町
で
事
業
を
実
施
す
る
上
で
必

要
と
な
る
人
材
、
団
体
の
育
成
な
ど

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

今
後
は
、
総
合
事
業
の
中
心
と
な

る
協
議
体
を
Ｈ
28
年
度
中
に
設
置
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

総
合
事
業
の
移
行
に
つ
い
て
は
、

支
援
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
利
用
者

目
線
に
立
ち
、介
護
認
定
者
の
推
移
、

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
本
町
に
見

合
う
事
業
移
行
を
目
指
す
考
え
で
あ

る
。

再
質
問

新
総
合
事
業
の
事
業
費
の
上

限
と
負
担
に
つ
い
て
、原
則
、

「
前
年
度
の
実
績
」
×
「
高
齢
者
人

口
の
伸
び
率
」
の
範
囲
内
で
国
庫
負

担
も
含
め
て
、
介
護
保
険
か
ら
別
の

財
布
に
移
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
新

た
な
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、

保
険
か
ら
外
れ
て
、
国
・
道
・
町
村

の
費
用
負
担
は
基
本
的
に
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
く
る
の
か
。

　
市
町
村
が
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
認
め
た
場
合
に
は
、
専
門
的

サ
ー
ビ
ス
を
新
た
な
利
用
者
に
対
し

て
も
続
行
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
す

る
事
業
者
の
関
係
で
は
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
事
業
体
を
新
し
い
制
度
で

は
必
ず
設
置
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
な
の
か
。

再
答
弁 

細
川
町
長

新
事
業
に
な
っ
た
場
合
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
電
話
サ
ー
ビ

ス
を
新
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。

　

た
だ
取
り
組
ん
だ
場
合
に
は
、
介

護
保
険
の
会
計
が
膨
ら
む
こ
と
に
な

り
、
応
分
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方

の
自
己
負
担
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
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★　議会を傍聴してみませんか　★

　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、

受付簿に「住所」「氏名」を書いていただければ結構です。

・第１回定例会　３月中旬　　　・第２回定例会　６月中旬～下旬

・第３回定例会　９月中旬　　　・第４回定例会　12月中旬～下旬

議会の

開　催

時　期

議会事務局／役場３階　☎ 0165-35-2121（内線373）

一 般 質 問

稲見議員

質
問
１

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に
つ

い
て
、
数
人
の
生
徒
が
市
街

か
ら
離
れ
た
場
所
に
住
み
な
が
ら

も
、
距
離
が
短
い
と
の
理
由
で
利
用

で
き
な
い
。
今
の
時
期
、
日
没
も
早

く
、
市
街
か
ら
離
れ
れ
ば
街
灯
の
数

は
大
幅
に
減
り
、
天
候
が
悪
化
す
れ

ば
、
下
校
中
の
生
徒
は
大
変
危
険
な

状
態
で
あ
る
。
生
徒
が
安
全
に
登
下

校
で
き
る
よ
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

用
を
見
直
し
、
利
用
範
囲
の
緩
和
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答
弁 

児
玉
教
育
長

本
町
の
乗
車
の
基
準
に
つ
い

て
、
国
の
基
準
に
準
拠
し
運

行
し
て
い
る
。
特
別
豪
雪
地
域
で
あ

る
こ
と
か
ら
小
学
生
は
２
㎞
以
上
、

中
学
生
は
３
㎞
以
上
を
対
象
に
し
て

い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
国
庫
補
助
事
業

の
「
へ
き
地
児
童
生
徒
援
助
費
等
補

助
金
」
で
購
入
し
て
い
る
た
め
、
目

的
外
使
用
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
市
街
地
か
ら
外
れ

た
地
域
の
街
灯
に
つ
い
て
は
、
交
差

点
や
公
共
施
設
を
除
き
防
犯
灯
の
位

置
づ
け
に
な
る
の
で
暗
い
場
所
に
つ

い
て
は
自
治
区
長
に
相
談
し
防
犯
灯

の
設
置
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
町
の
地

域
性
も
考
慮
し
運
行
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
通
学
距
離
を
短
く
す
る
な

ど
、
利
用
範
囲
の
見
直
し
は
考
え
て

い
な
い
。

スクールバス

質
問
１

　
Q

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
範
囲
の
緩
和
の
考
え
は
。

　
A

　
見
直
し
の
考
え
は
な
い
。

　

市
町
村
と
し
て
は
、
こ
の
上
限
額

を
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
し
て

い
る
が
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
と
い
う
形
で
、
利
用
者
負
担
を

上
げ
な
い
、
市
町
村
の
負
担
も
上
げ

な
い
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

新
し
い
事
業
で
団
体
等
、
必
置
性

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
、
必
ず
し
も
必
置
性
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
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総
務
厚
生
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

　
Ｈ
27
年
７
～
12
月
ま
で
の
６
ヶ
月
間
、
総
務
厚
生
常

任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
と
し
て
４
項
目
調
査
し
た
。

無
償
実
証
試
験
運
行

（
ほ
ろ
み
ん
号
）

　

９
月
３
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
役
場
公
民
館
３
階
の
第
一

委
員
会
室
に
お
い
て
、「
無
償
実

証
試
験
運
行
（
ほ
ろ
み
ん
号
）
に

つ
い
て
」
を
調
査
し
た
。

　

Ｈ
26
年
10
月
～
Ｈ
27
年
９
月
を

持
っ
て
無
償
実
証
運
行
が
終
了
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
対
象
経
路

や
運
行
時
間
の
変
更
に
よ
る
実
証

運
行
と
し
て
北
海
道
の
交
付
金
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
Ｈ

28
年
３
月
ま
で
延
長
運
行
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
。
な
お
、
将
来
的
に
有
償

運
行
を
目
指
し
、
幌
加
内
―
旭
川

間
の
公
共
交
通
の
必
要
性
や
公
共
交

通
の
整
備
に
係
る
問
題
等
を
継
続
し

て
協
議
し
て
い
く
。

病　

院　

再　

編

　

７
月
30
日
他
４
日
間
に
わ
た
り
、

町
立
病
院
か
ら
診
療
所
へ
の
移
行

に
つ
い
て
、
役
場
公
民
館
３
階
の
第

一
委
員
会
室
で
担
当
部
署
と
の
協

議
や
東
川
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
視
察
し
た
。

　

現
在
、
町
立
病
院
入
院
患
者
が
特

養
施
設
へ
移
行
し
た
場
合
の
負
担

に
係
る
緩
和
措
置
並
び
に
短
期
宿

泊
事
業
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

お
け
る
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
の
た
め

の
介
護
人
材
確
保
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
協
議
を
行
っ
た
。ま
た
、

来
年
、
開
設
さ
れ
る
特
養
施
設
の
運

営
主
体
と
な
る
寿
光
会
と
の
懇
談
会

を
設
け
、
施
設
開
設
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
や
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
状
況
を
含
め
た
現
状
の
課
題
・
問

題
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

11
月
11
日
に
は
、
特
養
施
設
開
設

先
進
地
で
あ
る
東
川
町
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
羽
衣
園
」
の
視
察
を
行

い
、
施
設
の
管
理
・
運
営
状
況
や
運

営
に
お
け
る
課
題
・
問
題
、施
設
（
民

間
）
と
行
政
の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。
病
院
再
編
に

つ
い
て
は
、
診
療
所
、
特
養
施
設
と

も
来
春
の
開
設
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
調
査
を
継
続
し
て
い
く
。

地
方
創
生
に
合
わ
せ
た

ま
ち
づ
く
り
施
策

　

７
月
30
日
、
９
月
17
日
と
役
場
公

民
館
３
階
の
第
一
委
員
会
室
に
お

い
て
、「
地
方
創
生
に
合
わ
せ
た
ま

ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
」
を
調
査

し
た
。

・
幌
加
内
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
（
素
案
）
に
つ
い
て
、
人

口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
、

「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ

と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む
好

循
環
の
確
立
に
向
け
た
戦
略
、
理
念

と
し
て
「
安
全
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
期
間

は
Ｈ
27
年
度
～
31
年
度
ま
で
の
５

年
間
と
す
る
も
の
。

・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交

付
金
に
つ
い
て
、
地
方
創
生
先
行

型
の
タ
イ
プ
Ⅱ
で
交
付
金
上
限
額

１
千
万
円
を
受
け
る
と
の
方
針
の

説
明
を
受
け
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

11
月
11
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
東
川
町
役
場
３
階
の
委
員
会

室
に
お
い
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
」
を
調
査
し
た
。

　

東
川
町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
た
株
主
制
度
を
導
入

し
、
交
流
人
口
の
増
加
や
定
住
施

策
を
展
開
し
て
い
る
事
例
の
説
明

を
受
け
た
。
実
例
と
し
て
、
東
川

町
は
「
写
真
の
ま
ち
」
と
し
て
有

名
な
こ
と
か
ら

事
業
名
…
写
真
の
町
整
備
事
業

目
標
金
額
…
２
億
円

募
集
期
間
…
Ｈ
30
年
12
月
ま
で
の

10
年
間
で
、
現
在
３
６
７
０
万
円

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

株
主
制
度
は
目
的
を
明
確
化
し

目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
株
主

（
納
税
者
）
へ
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
参
加
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
株
主
（
納
税
）
の
リ
ピ
ー

ト
を
誘
導
し
て
行
く
も
の
で
あ
り
、

開
始
か
ら
７
年
で
純
納
税
額
が

９
５
０
０
万
円
の
実
績
で
あ
る
。
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産
建
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

　
Ｈ
27
年
７
～
12
月
ま
で
の
６
ヶ
月
間
、
産
建
文
教
常

任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
と
し
て
３
項
目
調
査
し
た
。

除
雪
体
制
整
備

　

10
月
16
日
他
２
日
間
に
わ
た
り

役
場
公
民
館
３
階
の
第
一
委
員
会

室
に
お
い
て
、「
除
雪
体
制
整
備

に
つ
い
て
」
を
調
査
し
た
。

　

Ｈ
26
年
５
月
開
催
時
の
全
員
協

議
会
に
て
、
当
時
の
町
長
が
今
後

の
雪
対
策
（
道
路
除
雪
、
生
活
除

雪
な
ど
）
を
検
討
す
る
た
め
、
行

政
、
民
間
業
者
、
町
民
な
ど
で
構

成
す
る
「（
仮
称
）
雪
対
策
協
議

会
設
置
」
提
案
に
係
る
経
過
報
告

を
受
け
る
と
と
も
に
、
現
状
に
お

け
る
直
営
路
線
と
委
託
路
線
の
除

雪
対
応
の
格
差
是
正
や
除
雪
出
動

基
準
、
連
絡
・
情
報
共
有
体
制
な

ど
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
た
。

　

除
雪
を
含
め
た
雪
対
策
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
た

め
、
今
後
も
継
続
的
に
協
議
し
て
い

く
。幌

加
内
高
校
の
運
営

　

11
月
26
日
（
木
）
午
後
１
時
00
分

か
ら
役
場
公
民
館
３
階
の
第
一
委
員

会
室
に
お
い
て
、「
幌
加
内
高
校
の

運
営
に
つ
い
て
」
を
調
査
し
た
。

　

現
状
の
課
題
及
び
改
善
策
に
つ
い

て
、
現
在
の
３
学
期
制
か
ら
２
学
期

制
へ
の
導
入
予
定
や
、
４
年
生
の
み

対
象
の
国
内
・
海
外
実
習
に
か
か
る

補
助
金
、
ま
た
小
・
中
・
高
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
改
修
に
向
け
、
意
見
交

換
を
し
た
。

　

特
に
生
徒
の
実
態
や
対
応
状
況
な

ど
、
現
場
の
実
情
を
知
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
幌
加
内
高
校
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
存
続
を
根
本
的
に
検
討

す
る
時
期
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
今
後

も
協
議
し
て
い
く
。

道　

道　

整　

備

　

10
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
00
分

か
ら
役
場
２
階
第
一
研
修
室
及
び
江

丹
別
峠
工
事
現
場
に
お
い
て
、
Ｈ
27

年
度
に
お
け
る
「
旭
川
幌
加
内
線
」

の
事
業
概
要
並
び
に
本
年
度
以
降
の

工
事
計
画
の
報
告
を
受
け
る
と
と
も

に
、
早
期
完
成
に
向
け
た
意
見
交
換

や
要
望
を
行
っ
た
。
事
業
概
要
説
明

等
の
後
、
本
年
度
事
業
工
区
を
視
察

し
た
。
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～決算特別委員会～

一

般

会

計

平成26年度決算審査…全て認定！

　平成27年度第３回定例会において「決算審査特別委員会」に付託さ

れた、一般会計をはじめ各特別会計、並びに病院事業会計までの26年

度決算は、それぞれ厳正に行った結果、全ての決算は認定すべきと決

定しました。

　委員会での質疑を抜粋し、次のとおりお知らせいたします。

　・決算審査日　平成27年10月26～29日（４日間）

　・特別委員会委員　議員７名（議長、議選監査を除く）

企

画

費

 

中
川
議
員

講
師
謝
礼
に
つ
い
て
、
前
町

長
時
代
に
そ
ば
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
委
嘱
を
行
っ
た
が
、
具
体
的

に
講
演
や
そ
の
他
の
報
償
費
は
ど
の

よ
う
な
契
約
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

地
域
振
興
室
長

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
大
使
は
、

Ｈ
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
契

約
で
あ
る
。
昨
年
ま
で
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
６
名
、
大
使
３
名
は
、
本
年
、

町
長
が
交
代
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
一
度
白
紙
に
戻
し
て
い
る
。

　

今
後
、
改
め
て
委
嘱
を
考
え
た

い
。
報
償
費
の
内
訳
は
、
全
麺
協
の

中
谷
氏
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し

５
万
７
８
０
０
円
。
大
使
の
清
野
百

香
氏
に
12
万
２
２
４
０
円
、
そ
の

他
に
料
理
講
習
会
に
要
す
る
分
が

６
万
９
３
０
０
円
と
い
う
内
訳
に

な
っ
て
い
る
。

地

域

振

興

費

 

稲
見
議
員

路
線
バ
ス
回
数
券
１
４
６
１

枚
の
購
入
実
績
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
販
売
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

住
民
課
長

町
が
Ｊ
Ｒ
バ
ス
か
ら
回
数
券

を
購
入
し
、
65
歳
以
上
の
方

や
幌
加
内
高
校
生
に
１
千
円
分
の
利

用
券
を
８
０
０
円
で
販
売
し
て
い

る
。

 

田
丸
議
員

母
子
里
地
域
交
流
拠
点
施
設

備
品
購
入
費
に
関
し
て
、
コ

ン
テ
ナ
を
購
入
し
、
そ
の
中
で
カ

フ
ェ
の
運
営
を
し
て
い
る
が
、
将
来

的
な
成
果
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
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総
務
課
長

母
子
里
に
職
場
を
作
る
こ

と
で
、
移
住
者
を
増
や
す
狙

い
が
あ
る
。
た
だ
カ
フ
ェ
だ
け
で
は

年
間
収
入
が
少
な
い
の
で
、
自
治
区

で
運
営
し
て
い
る
水
道
の
維
持
管

理
な
ど
も
含
め
て
、
１
人
で
も
多
く

移
り
住
ん
で
も
ら
え
る
自
治
区
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

農

業

振

興

費

環

境

衛

生

費

水
産
業
振
興
費

観

光

費

道
路
橋
梁
維
持
費

 

小
関
議
員

廃
屋
撤
去
促
進
事
業
補
助

金
に
関
し
て
、
４
件
で

２
０
０
万
円
の
予
算
だ
が
、
審
査
が

ど
の
程
度
、
対
象
物
件
に
対
し
て
４

件
だ
っ
た
の
か
。

 

住
民
課
主
幹

申
請
件
数
が
４
件
で
、
審
査

の
基
準
は
審
査
表
を
元
に
、

総
合
点
を
１
０
０
点
以
上
の
も
の
を

廃
屋
撤
去
の
対
象
と
し
、
４
件
と
も

１
０
０
点
以
上
で
あ
る
た
め
、
対
象

に
な
り
補
助
金
を
交
付
し
た
。

 

市
村
議
員

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
作

成
業
務
委
託
料
は
ど
の
よ
う

な
中
身
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

産
業
課
長

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と

は
、
優
良
な
農
地
を
保
全
す

る
と
と
も
に
、
農
業
振
興
の
た
め
の

各
種
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
町
が
定
め
る
総
合
的
な
農
業
振
興

の
計
画
で
あ
る
。
現
在
、
紙
ベ
ー
ス

で
随
時
更
新
を
し
な
が
ら
続
い
て
い

る
が
、国
や
道
か
ら
の
指
導
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
で
管
理
が
で
き
る
よ
う
、

Ｈ
26
年
度
か
ら
航
空
写
真
や
農
地
判

別
、
地
番
等
を
デ
ー
タ
化
す
る
た
め

３
年
計
画
に
見
直
し
Ｈ
28
年
度
で
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

春
名
議
員

淡
水
魚
ふ
化
放
流
事
業
補
助

金
に
関
し
て
、
朱
鞠
内
の
淡

水
漁
業
の
根
幹
を
成
す
要
素
だ
と
考

え
る
。
町
と
し
て
、
わ
か
さ
ぎ
釣
り

も
含
め
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
将
来

を
考
え
て
い
る
の
か
。

 

産
業
課
長

朱
鞠
内
湖
淡
水
漁
業
協
同
組

合
で
は
、
ワ
カ
サ
ギ
の
ふ
化

事
業
を
将
来
約
３
億
万
粒
の
放
流
を

計
画
し
て
い
る
。
町
の
計
画
で
も
ふ

化
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。

 

市
村
議
員

ほ
ろ
か
な
い
振
興
公
社
運

営
補
助
金
に
関
し
て
、
Ｈ
25

年
度
が
４
千
万
円
ほ
ど
、
Ｈ
26
年
度

が
３
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
補
助
に

対
し
、
道
の
駅
、
温
泉
の
管
理
が

し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
上
管
理
が
で
き
な
い
よ

う
で
あ
れ
ば
、
別
な
方
向
も
検
討
す

る
余
地
は
な
い
の
か
。

 

産
業
課
長

現
状
、
振
興
公
社
の
従
業
員

が
十
数
名
い
る
が
、
人
数
不

足
の
た
め
、
な
か
な
か
目
が
行
き
届

い
て
い
な
い
こ
と
が
現
状
で
あ
り
、

昨
年
度
も
、
景
観
に
つ
い
て
は
、
町

外
か
ら
も
苦
情
が
来
て
い
る
報
告

を
受
け
て
い
る
。
従
業
員
が
足
り
な

い
の
な
ら
、
足
り
な
い
な
り
の
手
当

て
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
考

え
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
業
員
を
募

集
す
る
が
雇
用
に
応
募
し
て
く
る

方
が
い
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
る
。

企
業
努
力
や
町
の
指
導
と
し
て
従

業
員
確
保
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思

い
、
行
政
と
し
て
も
従
業
員
の
確
保

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

し
か
し
温
泉
部
門
等
に
つ
い
て
、
そ

ば
の
加
工
セ
ン
タ
ー
と
切
り
離
し
て

管
理
す
る
考
え
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
セ
ッ
ト
で
委
託
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

 

市
村
議
員

道
路
維
持
除
雪
運
転
手
賃

金
に
つ
い
て
、
Ｈ
23
年
度
か

ら
Ｈ
26
年
度
ま
で
、
基
本
的
な
給
与

は
月
額
で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
の
給
与
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

 

建
設
課
長

賃
金
に
つ
い
て
、
役
場
総

務
課
で
一
括
し
て
管
理
し

て
い
る
。
最
低
賃
金
等
の
改
定
が
あ

り
、
そ
の
た
び
最
低
賃
金
を
上
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
一
部
、
月
額
賃
金
等

に
も
影
響
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
金
額
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

政和温泉

コンテナハウスカフェ
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市
村
議
員

町
道
除
雪
業
務
に
つ
い
て
、

直
営
と
基
礎
集
落
は
別
に
し

て
、
業
者
へ
の
委
託
を
３
社
で
実
施

し
、
総
距
離
が
85
㎞
、
そ
の
う
ち
、

１
社
が
43
㎞
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

他
の
２
社
は
10
㎞
程
度
で
、
直
営
が

20
㎞
程
度
。
半
分
の
予
算
が
１
社
に

渡
っ
て
い
る
状
態
だ
が
、
直
営
と
委

託
の
除
雪
の
状
況
に
も
差
が
あ
り
す

ぎ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
１
社
に

対
し
て
あ
ま
り
に
も
路
線
が
長
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。
負
担
が
大
き
す

ぎ
て
、
十
分
な
除
雪
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

 

建
設
課
長

委
託
す
る
か
ら
に
は
、
直
営

と
同
じ
よ
う
に
除
雪
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
考
え
て
い
る
。Ｈ
27
年
度
は
、

実
際
に
除
雪
の
現
場
担
当
者
と
話
し

を
詰
め
、
当
町
の
除
雪
セ
ン
タ
ー
長

と
も
一
緒
に
連
携
体
制
を
し
っ
か
り

と
と
り
、
直
営
の
と
こ
ろ
は
出
動
し

て
、
他
の
と
こ
ろ
は
出
動
し
な
い
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
指
導
す

る
。
合
わ
せ
て
、
延
長
が
長
い
と
い

う
部
分
も
確
か
に
あ
る
が
、
今
後
、

そ
れ
が
多
く
て
手
が
回
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
分
散
し
て
、
実

際
の
除
雪
体
制
の
状
態
が
一
番
い
い

形
に
な
る
よ
う
に
配
分
も
考
え
て
い

教

育

振

興

費

住

宅

管

理

費

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

追
加
質
問

　
市
村
議
員

除
雪
費
に
関
す
る
総
額

費
用
で
、
Ｈ
26
年
度
は

８
１
０
０
万
円
、
直
営
を
合
わ
せ
る

と
約
１
億
円
の
費
用
で
あ
る
。
１
億

円
の
半
分
の
５
千
万
が
１
社
に
渡

り
、
そ
れ
だ
け
、
１
社
に
負
担
を
か

け
て
い
る
。
１
社
が
委
託
の
半
分
の

キ
ロ
数
を
除
雪
し
、
そ
の
業
者
に
無

理
を
か
け
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
町

民
が
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

建
設
課
長

実
際
に
は
、
そ
の
業
者
の

持
っ
て
い
る
能
力
、
機
械
の

保
有
し
て
い
る
台
数
や
種
類
、
そ
れ

ぞ
れ
事
業
を
請
け
て
い
る
北
海
道
の

道
路
除
雪
、
国
の
道
路
除
雪
な
ど
の

側
面
も
勘
案
し
て
、
延
長
も
あ
る
程

度
、
配
分
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
今
ま
で
の
経
緯
で
、
あ
る
程
度
、

理
に
適
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
か
と

思
う
。た
だ
１
社
に
負
担
を
か
け
て
、

満
足
な
除
雪
が
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、
検
証
し
て
い
な
い
。
も
し

そ
う
だ
と
し
た
ら
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

 

小
関
議
員

修
繕
料
に
つ
い
て
、
公
営
住

宅
の
屋
根
等
々
の
改
修
費
、

補
修
費
に
つ
い
て
、
現
状
、
賃
貸
住

宅
の
建
設
が
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、

毎
年
、
こ
れ
だ
け
の
経
費
を
要
す
る

の
か
、
今
後
の
状
況
も
含
め
て
、
修

繕
費
が
か
さ
む
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

 

住
民
課
長

Ｈ
26
年
度
は
、
修
理
費
が

５
８
０
万
円
と
多
額
に
な
っ

た
が
、
長
年
住
ま
わ
れ
た
方
が
退
去

し
、
１
箇
所
の
修
繕
費
が
高
い
年
に

な
っ
た
。

　

常
に
必
要
最
低
限
の
修
繕
し
か
し

て
い
な
い
が
、
通
常
以
上
に
修
理
に

要
し
た
こ
と
で
高
額
に
な
っ
た
こ
と

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

寄

宿

舎

費

 

小
関
議
員

毎
年
、
幌
加
内
高
校
は
、
全

国
高
校
生
そ
ば
打
ち
選
手
権

大
会
に
出
場
し
て
い
る
が
、
応
援
団

の
経
費
も
支
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

教
育
次
長

応
援
団
の
経
費
の
支
出
は

し
て
い
な
い
。
教
員
は
付
き

添
い
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
補

助
金
と
し
て
支
出
し
て
い
る
。

 

春
名
議
員

調
理
業
務
委
託
料
に
関
し
て
、

寮
の
賄
い
の
部
分
で
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の
か
。

 

教
育
次
長

Ｈ
26
年
ま
で
は
、
富
士
産
業　

株
式
会
社
が
請
負
を
し
て
い

た
が
、
Ｈ
27
年
度
か
ら
は
株
式
会
社　

魚
国
総
本
社
に
調
理
業
務
を
委
託
し

て
い
る
。
土
日
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

で
食
事
を
出
す
な
ど
、
順
調
に
稼
動

し
て
い
る
。

 

追
加
質
問

　
小
関
議
員

地
元
で
調
達
で
き
る
食
材
は

多
く
は
な
い
と
思
う
が
、
ど
の

程
度
の
比
率
で
使
用
し
て
い
る
の
か
。

 

教
育
次
長

現
在
は
業
者
が
仕
入
を
し
て

い
る
状
況
で
、
こ
ち
ら
か
ら

強
制
は
で
き
な
い
。
極
力
、
地
産
地

消
で
の
対
応
と
な
る
よ
う
、
協
議
し

て
い
き
た
い
。
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歳

入

 

中
川
議
員

収
入
未
済
額
の
固
定
資
産
税

が
非
常
に
多
額
に
な
っ
て
い

る
原
因
は
。

 

総
務
課
長

牧
場
が
倒
産
し
た
こ
と
に
よ

り
、
未
済
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
。

 

小
関
議
員

滞
納
額
の
納
入
に
つ
い
て
、

期
限
の
限
度
が
ど
の
程
度
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
か
。

 

総
務
課
長

期
限
は
特
別
に
設
け
て
い
な

い
が
、
滞
納
を
徴
収
す
る
に

あ
た
り
、
一
度
に
払
わ
れ
な
い
方
や

多
額
に
な
る
よ
う
な
方
も
い
る
。
そ

の
部
分
に
つ
い
て
は
個
別
に
対
応

し
、
分
納
に
よ
り
納
め
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
る
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

 

春
名
議
員

簡
易
水
道
事
業
会
計
は

６
千
万
円
ほ
ど
の
予
算
で
、

水
道
の
使
用
料
が
２
２
０
０
万
円
、

繰
入
金
が
３
８
０
０
万
円
で
運
営
し

て
い
る
。

　
人
口
が
減
る
中
で
、
使
用
料
が
減

れ
ば
、
繰
入
金
を
増
や
し
採
算
を
合

わ
せ
て
い
く
の
か
、
使
用
料
を
上
げ

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

 

建
設
課
長

使
用
料
が
減
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
分
を
繰
り
入
れ
し
て
い
か
な
い

と
、
均
衡
が
と
れ
な
く
な
る
。
昨

年
、交
付
税
が
適
正
に
い
た
だ
け
て
、

１
億
５
千
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に

積
め
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

れ
ば
、
今
後
使
用
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
使
用
料
を
値
上
げ
す
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
必
要
な
場
面
が
出
て

き
た
と
き
に
は
議
論
さ
れ
る
こ
と
か

と
思
う
が
、
直
近
で
は
そ
の
よ
う
な

話
し
は
な
い
と
思
う
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

中
川
議
員

Ｈ
26
年
度
末
に
収
納
未
済
額
が

出
て
い
る
が
、
短
期
証
や
資
格

証
の
発
行
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

 

住
民
課
長

本
年
度
は
、
３
ヶ
月
の
短
期

証
の
発
行
が
、
１
世
帯
２
名

の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

奨
学
資
金
特
別
会
計

 

小
関
議
員

学
校
を
卒
業
す
る
と
、
奨
学

資
金
を
返
還
し
な
い
と
い

け
な
い
が
、
昨
年
度
等
、
返
還
が
滞

る
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
が
あ
っ
た

の
か
。

 

教
育
次
長

過
去
に
つ
い
て
も
、
相
談
は

特
に
な
い
。
滞
納
分
に
つ
い

て
も
、
一
括
で
返
還
が
難
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
分
割
で
の
返
還
等
で
対
応

し
て
き
て
い
る
。

町

税

　
商
工
会
青
年
部

　
部
長

　
阿
部

　
伸
啓
さ
ん

わ
た
し
の
一
言

　

1
月
31
日
現
在
、
幌
加
内
の
積

雪
量
は
１
６
６
㎝
、
朱
鞠
内
で
は

１
９
２
㎝
と
な
り
、
青
森
県
酸
ヶ
湯

に
続
き
、
全
国
で
2
番
目
の
積
雪
量

と
な
る
そ
う
で
す
。
累
計
降
雪
量
に

す
る
と
幌
加
内
で
６
３
４
㎝
、
朱
鞠

内
で
７
４
７
㎝
と
な
り
、
こ
ち
ら

は
全
国
で
1
位
の
よ
う
で
す
。

　

日
本
国
内
で
最
大
の
豪
雪
地
帯

と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
青
森

県
、
新
潟
県
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、

世
界
一
の
豪
雪
都
市
と
言
わ
れ
る

の
も
青
森
市
、
１
０
０
万
人
規
模
の

都
市
で
は
札
幌
市
の
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
雪
深
い
国
と
言
え

ば
、
カ
ナ
ダ
や
ロ
シ
ア
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
実
は
、
新
潟
県
や

青
森
県
、
札
幌
市
、
幌
加
内
町
の

方
が
、
多
く
の
雪
が
降
る
豪
雪
地

帯
だ
そ
う
で
す
。

　

数
字
だ
け
で
言
う
な
ら
世
界
の

秘
境
、
奥
地
で
日
本
以
上
に
雪
が

降
る
場
所
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本

の
場
合
は
人
が
住
ん
で
い
る
場
所

に
猛
烈
に
雪
が
降
り
ま
す
。
言
い

換
え
れ
ば
、
猛
烈
に
雪
が
降
る
場

所
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
土
地

に
愛
着
が
あ
る
か
ら
こ
そ
雪
と
共

に
生
活
を
し
て
き
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

今
年
は
、
青
森
県
よ
り
も
累
計

降
雪
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
地
球
上

で
一
番
雪
の
多
い
町
は
幌
加
内
町
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
…
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
っ

た
く
必
要
の
な
い
世
界
一
で
す
が
、

私
も
冬
季
間
は
除
雪
業
務
に
従
事

し
て
い
ま
す
の
で
、
除
雪
に
係
る
業

者
の
立
場
と
し
て
は
大
変
助
か
る
恵

み
の
雪
で
も
あ
り
ま
す
。

　

除
雪
シ
ー
ズ
ン
も
残
り
わ
ず
か

と
な
り
、
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て

て
い
ま
す
が
、
あ
と
も
う
少
し
の

間
、
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
の
本
年

度
の
事
業
と
し
て
、
夏
に
ビ
ー
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
計
画
し
て
お

り
、
町
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
ご
協
力
と
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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（１月末現在）

今
年
は
４
年
に
一
度
の
う
る
う
年
で
す
。
今
年
は
２
月
が
１
日

ふ
え
て
29
日
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
地
球
が
太
陽
を
１
周

す
る
の
に
約
１
年
と
６
時
間
程
度
か
か
り
、
そ
れ
と
カ
レ
ン
ダ
ー

（
暦
）
を
あ
わ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
日
ふ
え
る
こ

と
に
よ
り
売
上
高
が
あ
が
る
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
経
済
効
果
も

あ
る
み
た
い
で
す
が
、
現
実
的
に
は
あ
ま
り
実
感
の
な
い
も
の

で
す
。

今月の表紙 幌加内小学校　防犯訓練

　
　
　
　
　
　

ひ
と
の
う
ご
き

　２月２日（火）に士別警察

署の協力のもと防犯訓練が行

われ、児童が不審者に声をか

けられたときに防犯ブザーを

鳴らす等の対応の仕方や、教

職員による不審者が学校に

入ってきたときの対処法が訓

練されました。

世帯数　797世帯
（前月比－１）

人　口　1,562人
（前月比－２）

　男　　　774人
　女　　　788人

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　

12
月
７
日　

奥　

智
之
さ
ん
・
佐
藤　

亜
美
さ
ん

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

12
月
15
日　

古
屋　

政
昭　

様
︵
85
歳
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

12
月
25
日　

佐
々
木
眞ま

子こ

ち
ゃ
ん
（
父　

重
裕
）

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
◆

12
月
19
日　

古
屋　

サ
キ
子
様

（
夫
政
昭
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

　

12
月
28
日　

新
江　

宏
文
様（
社
会
福
祉
事
業
に
）

◆
一
般
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
◆

　

12
月
14
日　

半
澤　

二
也　

様
（
東
京
都
）

　

12
月
14
日　

関
戸　

英
樹　

様
（
札
幌
市
）

　

12
月
16
日　

高
橋　
　

勇　

様

　

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　

１
月
６
日　

長
谷
川　

洋　

様　
（
三
重
県
南
伊
勢
町
）

◆
奨
学
資
金
へ
◆

　

１
月
22
日　

コ
ー
ラ
ス　

ふ
き
の
と
う　

様

（
コ
ー
ラ
ス
ふ
き
の
と
う
解
散
に
際
し
て
）

（12月末現在）

世帯数　798世帯
（前月比+３）

人　口　1,564人
（前月比+６）

　男　　　778人
　女　　　786人
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